
今後のCNP形成計画の推進体制について
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・関係者による機動的な議論・検討を図るため、事務レベルの関係者（※）による「サブワー
キング（仮称）」を設置し、CNP形成に向けた諸課題について専門的視点から検討を行う。
※サブワーキング（仮称）の座長は、国：鹿島港湾・空港整備事務所長、県：港湾振興監 を想定

・CNP－WGは、サブワーキング（仮称）での検討状況を踏まえ、CNP形成計画のブラッシュ
アップを行う。

体制イメージ（案）

茨城港／鹿島港 CNP-WG
（定期的に開催）

WG構成員

サブワーキング（適宜開催）

検
討
結
果
を
諮
る

・CNP形成計画のﾌﾞﾗｯｼｭ
ｱｯﾌﾟ
・ｻﾌﾞﾜｰｷﾝｸﾞ検討状況の
確認、情報共有

・具体的取組の創出
・ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ、施設整備
計画の検討
・港湾関係者からの
意見聴取

◆議論のテーマにより、WG構成員内外からメンバーを選定
(テーマ例)エネルギー転換、物流、再エネ導入 etc…
◆検討結果をCNP－WGに諮る

・海運
・陸運
・荷役業者

・製造業
・行政機関

etc…
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